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【研究発表】 

安全性の高い新規弱毒生インフルエンザワクチンの開発 
（川崎医科大学 微生物学教室 齊藤教授の研究グループ） 

 
【研究の背景】 
インフルエンザワクチンの一種である弱毒生ワクチン（製品名フルミスト）は、生きたインフル

エンザウイルス自体を鼻に噴霧接種するタイプであり、2024 年から本邦での使用が承認され

ました。フルミストは、弱毒化された生きたウイルスを使用しており、従来の不活化ワクチン

（HA ワクチン）よりも発症予防効果に優れています。しかし、弱毒化されているとはいえ、生ワ

クチン接種後にインフルエンザ症状を発症する場合があるため、副反応が少ないワクチンの

開発が求められていました。 
 
【研究成果の概要と意義】 
川崎医科大学微生物学教室の研究グループは、実験用マウスを用いたウイルス感染実験

などにおいて、フルミストと同等の感染予防効果を持つ新規の弱毒生インフルエンザワクチン

の開発に成功しました。今回私たちが開発した生ワクチン用ウイルス株は、ワクチン接種後の

副反応の発現を著しく抑制する特徴を有しています。さらに、本研究成果は、国産の弱毒生イ

ンフルエンザワクチンの供給を可能にする技術的基盤を提供します。 
本研究論文は、米国の科学雑誌 Journal of Virology の電子版に、2025 年 11 月 13 日付

で掲載されました。 
  
【今後の展開】 

本研究成果の社会実装を目指し、新規ワクチンの安全性と安定性の検討に加えて、ワクチ

ン効果の持続性などを評価する応用研究を計画しています。 
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